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プロジェクトリーダー 岡戸 晴生  

遺伝子がどのように脳の構造、機能を決めているのか、マウスの研究を中心に紹介します。 

東京都医学総合研究所 神経細胞分化プロジェクト  

研究員 平井 志伸  
日本を含めた、多くの国で低糖質(低炭水化物)ダイエットが注目されています。食事中の糖分の量は脳の発

育や機能にどのような影響を与えるのか。最新の研究結果を含めた知見をマウスの研究を中心にお話したいと

思います。 
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 ケトン食は脂質を増やし糖質を制限することで、体内でケトン体を作り出す食事療法です。産生されたケト

ン体を脳がエネルギーとして利用することで、難治性てんかんや一部の先天代謝異常症の治療に効果を発揮し

ます。さらに近年、脳腫瘍、アルツハイマー病、自閉症など、様々な神経疾患への効果が研究されています。

ケトン食療法の実際を、てんかん治療の臨床経験に基づいて紹介します。 
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